
 

2019-20 年度地区方針「グローバルに考え 地域社会とつながり ロータリーを成長させよう」 

 
本 日 第２３４１回 ２０１９年７月２７日（土）  No.２２２４ 

 
 
 

 
前 回 第２３４０回  ２０１９年７月１９日（金）  記   録 

〇斉 唱：｢日も風も星も」 

〇出席者：会員 21 名中 17 名出席 出席率 80.95％ 

〇ゲスト：有限会社プラシオ 代表取締役 

               田中 祐子様 

 会長あいさつ  加藤 清久 

本日は、ロ－タリ－が素

晴らしいところだという事

についてお話しします。 

私の生きた履歴は、25 才

まで学びの時代、15～30

才まではサラリ－マン時

代、30～65 才までは会社

の経営者時代、65 才以降は毎日が日曜日です。こ

の間、良いこと悪いことさなざまな事件に遭遇し

ましたが、その殆どは「経営者時代」にありまし

た。 

事業を初めて 13 年目の 43 才、胃がんの診断を

受けて手術、お医者さんのお世話に。 

20 年目の経営方針の対立から経営権争い、弁護

士さんにお世話に。 

30 年目の詐欺事件、これも弁護士さんにお世話

に。 

35 年目に迎えた会社の経営危機による希望退職

募集と自身の引退、これも弁護士さんのお世話

に。 

経営者時代、全時代を通して孤独であり相談す

る人がいなかったこと。 

 何の知識も相談する人もなく、「ゆきあたりばっ

たり」で、我武者羅に挑戦してきた人生、つくづ

くよく頑張ってこれたと思っています。 

それが、もし、私が、若くしてロ－タリ－に入

会していれば、この事件等ロ－タリ－のメンバ－

に相談、適切なアドバイスをいただいて解決し金

銭的にも精神的にも莫大な利益がいただけたと思

っています。 

何故なら、我がクラブには、その人材が揃ってい

るからです。 

人に取って、お医者さん、弁護士さん、良き友

を持つことは人生を生きる必須の条件ですが、そ

れが、ロ－タリ－に入会していれば何の努力もし

ないでいただけるのです。 

若いロ－タリ－アンの皆さん、これって、あり

えませんよ、「ロ－タリアンのメリット」は、ここ

にあると断言しても過言ではありません、ロ－タ

リ－ってすごいでしょう。 

 幹事報告 

・7/17(水)瀬戸 RC 表敬訪問 出席                        

次回の例会：7/27(土)※7/26(金)振替分 夜間例会 

 於セルジョ 17：30 受付 18：00 点鐘 

本日のプログラム Today's Program 
 
点   鐘      １８：００ 

担 当 者：親睦活動各委員会 
  
夜間例会     於：セルジョ 

 

  
例 
 
会 

 

予 
 

定 

８月２日（金） ８月９日（金） ８月１６日（金） ８月２３日（金） 

卓話担当者：各委員長 
卓話者：  〃 
演題:｢各委員会事業説明｣ 

卓話担当者：松永 洋子君 
卓話者：NPO 法人 
｢やきもの文化･瀬戸洞町｣

理事長  細井 透様 
演題:｢あなたの会社には

チームワークがあ
りますか｣ 

休会 

 

（定款による） 

ガバナー補佐訪問 

卓話担当者：山田 直樹 

ガバナー補佐 

卓話者：  〃 

演題：「ガバナー補佐訪問 

に因んで」 



ニコボックス 

〇先般市長にあいさつに行って参りました。時間を

とってロータリーに来られます。皆さまによろし

くとのことでした。       加藤 清久君 

〇風邪がはやっています。お互い気をつけましょ

う。              加藤 清久君 

〇田中祐子さん、ようこそ。楽しんで下さい。少々

卓話もさせて頂きます。どうぞよろしく。 

                森井 晴生君 

〇ゲストの田中祐子さん、ようこそ。歓迎いたします。 

   飯田 幸雄君、金森 俊輔君、菊田 利昭君 

   桜井 雅博君、谷口 亜弥君、西尾 輝久君 

森  康美君、山田 直樹君 

〇申し訳ありませんが、早退させて頂きます。 

              舟橋 龍秀君 

卓話 

「各委員長事業説明」 

青少年奉仕委員長 

     菊田 利昭 

2019-20 年度 方針 

 未来を担う若い世代

に対する支援をするこ

とで，尾張旭市を子育

てのしやすい街にする

一助としたい。 

自主事業   

①尾張旭市内の小規模保育園への備品等贈呈 

②尾張旭市立図書館への絵本等の贈呈 

③県立旭野高等学校へワイヤーロックキーの贈呈 

協賛事業   

④市子ども連絡協議会主催 ミニスポーツ大会 

⑤市商工会主催 珠算大会 

⑥市地域活動連絡協議会主催 なわとび大会 

⑦サッカー協会主催 サッカー大会（未定） 

演奏会等への協賛 

⑧県立旭野高等学校音楽部ＯＢ会 演奏会 

⑨市立西中学校吹奏楽部活動支援 

⑩尾張旭児童合唱団 コンサート 

⑪尾張旭吹奏楽団 コンサート  

 

「各委員会事業説明」 

プログラム委員長 

松永 洋子 

2019-20 年度 方針 

 楽しく意義のある例

会になるよう努めます。 

 

 

・会員全体がより良いコミュニケーションが取れる

ような運営を目指します。 

・昨年度より始まった「セミナー例会」を継続し、

市民の方々にロータリークラブ活動を身近に感

じ てもらう。 

「各委員長事業説明」 

親睦活動委員長 

     金森 俊輔 

2019-20 年度 方針 

・会員間の親睦を深め

ることにより，クラブの

活動を円滑にすると共 

 に，ロータリーライフをより豊かにする。 

・新入会員がクラブに早く溶け込めるよう、イベン

トを計画する。また，会員家族との連携を 

 深める。 

７月２７日 移動例会（夜間）  ２６日振替 

９月２８日 月見例会      ２７日振替 

１２月２１日 年忘れ家族会    ２０日振替 

３月２８日 伊那ＲＣ交流例会  ２７日振替  

５月１０日 春の家族会      ８日振替 

６月１３日 最終移動例会（夜間）１２日振替 

 

毎月第一例会日：誕生日・結婚記念日のお祝い 

 

「SDGｓとは」 

ロータリー情報委員長 

森井 晴生 

SDGs（持続可能な開

発目標）とは、“2030 年

までに達成すべき 17 の

目標” 

「169 のターゲット」は

目標をより具体的にし

たもの！」 

 

日本で SDGs が注目

される前から、世界では

それに先駆けた動きが

ありました。きっかけは

2006 年、当時の国連事

務総長であるアナン氏

が金融業界に向け、責任

投資原則（PRI)を提唱

したことです。 

SDGs は、普遍的な目

標として「誰も置き去り

にしない」という約束を

掲げています。先進国と

途上国、そして企業と私

たち個人がともに手を

とって目標達成のため

に努力をしていかないことには、貧困の解消や格差

の是正といった深刻な問題は解決できません。 

私たち一人ひとりにも、できることは数多くあり

ます。2030 年の世界を変え、その先の未来に引き継

いでいくためには、SDGs を特別なものとしてでは

なく、「自分ごと」として捉え、それぞれの活動、生

活の中に浸透させていくことが大切です。 


